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元年市長提出第７０号議案 

ガードパイプ接触による人身事故及び物損事故に係る損害賠償の額 

の決定及び和解について 

 本市が当事者であるガードパイプ接触による人身事故及び物損事故につ

いて、次によりその損害賠償の額を決定し、和解するものとする。 

  令和元年１２月１８日提出 

瀬戸市長 伊 藤 保 德  

１ 事故の概要 

平成３０年１１月４日西本地町２丁目地内において、和解の相手方（ 

以下「相手方」という。）の小型乗用自動車が市管理道路を走行中、グ 

レーチングが跳ね上がったことで操作不能となり、ガードパイプに接触

して相手方が負傷し、及び相手方車両が損傷した人身事故及び物損事故 

２ 損害賠償の額 

２，７００，３５８円（人身事故関連１，９８７，９９０円、物損事

故関連７１２，３６８円） 

３ 和解の要旨 

 ⑴ 本市と相手方は、人身事故に係る損害が既払いの６９７，９９０円

のほか１，２９０，０００円であることを認める。 

 ⑵ 本市は、上記⑴の金員のうち、既払い分を除く１，２９０，０００ 

円を令和２年１月３１日までに示談書に定める口座に振り込んで支払 

う。ただし、振込手数料は、本市の負担とする。 

 ⑶ 本市と相手方は、物損事故に係る損害が７１２，３６８円であるこ

と及び同金員は全て本市において支払済みであることを認める。 

 ⑷ 本市と相手方は、本件事故に基づく損害に関し、本和解に定めるも

ののほか、何らの債権債務がないことを相互に確認する。 



２ 

 

 

（理 由） 

この案を提出するのは、本市が当事者であるガードパイプ接触による人

身事故及び物損事故に係る損害賠償の額を決定し、和解するに当たり、地

方自治法（昭和２２年法律第６７号）第９６条第１項第１２号及び第１３

号の規定に基づき、議会の議決を求めるため必要があるからである。 



３ 

 

元年市長提出第７１号議案 

ガードパイプ接触による人身事故に係る損害賠償の額の決定及び和 

解について 

 本市が当事者であるガードパイプ接触による人身事故について、次によ

りその損害賠償の額を決定し、和解するものとする。 

  令和元年１２月１８日提出 

瀬戸市長 伊 藤 保 德  

１ 事故の概要 

平成３０年１１月４日西本地町２丁目地内において、和解の相手方（ 

以下「相手方」という。）が同乗する小型乗用自動車が市管理道路を走

行中、グレーチングが跳ね上がったことで操作不能となり、ガードパイ

プに接触して相手方が負傷した人身事故 

２ 損害賠償の額 

  １，８２８，２４３円 

３ 和解の要旨 

⑴ 本市と相手方は、人身事故に係る損害が既払いの５３８，２４３円

のほか１，２９０，０００円であることを認める。 

 ⑵ 本市は、上記⑴の金員のうち、既払い分を除く１，２９０，０００ 

円を令和２年１月３１日までに示談書に定める口座に振り込んで支払 

う。ただし、振込手数料は、本市の負担とする。 

⑶ 本市と相手方は、本件事故に基づく損害に関し、本和解に定めるも

ののほか、何らの債権債務がないことを相互に確認する。 

 

（理 由） 

この案を提出するのは、本市が当事者であるガードパイプ接触による人



４ 

 

身事故に係る損害賠償の額を決定し、和解するに当たり、地方自治法（昭

和２２年法律第６７号）第９６条第１項第１２号及び第１３号の規定に基

づき、議会の議決を求めるため必要があるからである。 


